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　　令和３年第１回定例会会議録（第１号）　　　

令和３年３月１日　

　

○出席議員（２４名）　

　　　　１番　　桝　田　　　貢　君　　　　　２番　　日名子　敦　子　君　

　　　　３番　　美　馬　恭　子　君　　　　　４番　　阿　部　真　一　君　

　　　　５番　　手　束　貴　裕　君　　　　　６番　　安　部　一　郎　君　

　　　　７番　　小　野　正　明　君　　　　　８番　　森　　　大　輔　君　

　　　　９番　　三　重　忠　昭　君　　　　１０番　　森　山　義　治　君　

　　　１１番　　穴　井　宏　二　君　　　　１２番　　加　藤　信　康　君　

　　　１３番　　荒　金　卓　雄　君　　　　１４番　　松　川　章　三　君　

　　　１６番　　市　原　隆　生　君　　　　１７番　　黒　木　愛一郎　君　

　　　１８番　　平　野　文　活　君　　　　１９番　　松　川　峰　生　君　

　　　２０番　　野　口　哲　男　君　　　　２１番　　堀　本　博　行　君　

　　　２２番　　山　本　一　成　君　　　　２３番　　泉　　　武　弘　君　

　　　２４番　　河　野　数　則．君　　　　２５番　　首　藤　　　正　君　

○欠席議員（なし）

○説明のための出席者　

　市　　　　　長　　長　野　恭　紘　君　　　副　　市　　長　　阿　南　寿　和　君

　副　　市　　長　　川　上　　　隆　君　　　教　　育　　長　　寺　岡　悌　二　君

　上下水道企業管理者　　岩　田　　　弘　君　　　総　務　部　長　　末　田　信　也　君

　企　画　部　長　　松　川　幸　路　君　　　観光戦略部長　　田　北　浩　司　君

　経済産業部長　　白　石　修　三　君　　　公営事業部長　　上　田　　　亨　君

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　生活環境部長　　安　藤　紀　文　君　　　　　　　　　　　　中　西　康　太　君

　いきいき健幸部長　　猪　股　正　彦　君　　　建　設　部　長　　松　屋　益治郎　君

　共創戦略室長　　内　田　　　剛　君　　　消　　防　　長　　須　﨑　良　一　君

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　教　育　部　長　　稲　尾　　　隆　君　　　　　　　　　　　　藤　吉　賢　次　君

　上下水道局次長　　山　内　佳　久　君　　　財　政　課　長　　安　部　政　信　君

福祉共生部長
兼福祉事務所長

上下水道局次長
兼 総 務 課 長
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○議会事務局出席者　

　　　局　　　　　長　　花　田　伸　一　　議事総務課長　　佐　保　博　士

　　　補佐兼議事係長　　藤　内　洋　一　　補佐兼総務係長　　内　田　千　乃

　　　主　　　　　査　　浜　崎　憲　幸　　主　　　　　査　市　原　祐　一

　　　主　　　　　査　　松　尾　麻　里　　主　　　　　任　佐　藤　雅　俊

　　　主　　　　　事　　大　城　祐　美　　速　　記　　者　　桐　生　正　子

○議事日程表（第１号）　

　　　　　　令和３年３月１日（月曜日）午前１０時開議　

　　　第　１　会議録署名議員の指名

　　　第　２　会期の決定

　　　第　３　議第　１号　令和２年度別府市一般会計補正予算（第１３号）

　　　　　　　議第　２号　令和２年度別府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

　　　　　　　議第　３号　令和２年度別府市競輪事業特別会計補正予算（第４号）

　　　　　　　議第　４号　令和２年度別府市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

　　　　　　　議第　５号　令和２年度別府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

　　　　　　　議第　６号　令和２年度別府市水道事業会計補正予算（第１号）

　　　　　　　議第　７号　令和２年度別府市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

　　　　　　　議第　８号　令和３年度別府市一般会計予算

　　　　　　　議第　９号　令和３年度別府市国民健康保険事業特別会計予算

　　　　　　　議第１０号　令和３年度別府市競輪事業特別会計予算

　　　　　　　議第１１号　令和３年度別府市公共用地先行取得事業特別会計予算

　　　　　　　議第１２号　令和３年度別府市地方卸売市場事業特別会計予算

　　　　　　　議第１３号　令和３年度別府市介護保険事業特別会計予算

　　　　　　　議第１４号　令和３年度別府市後期高齢者医療特別会計予算

　　　　　　　議第１５号　令和３年度別府市水道事業会計予算

　　　　　　　議第１６号　令和３年度別府市公共下水道事業会計予算

　　　　　　　議第１７号　別府市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について

　　　　　　　議第１８号　別府市職員の退職管理に関する条例の制定について

　　　　　　　議第１９号　別府市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

　　　　　　　議第２０号　別府市共生社会実現推進基金条例の制定について

　　　　　　　議第２１号　別府市手数料条例の一部改正について

　　　　　　　議第２２号　別府市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について

　　　　　　　議第２３号　別府市成年後見制度の利用の促進に関する条例の制定について

　　　　　　　議第２４号　別府市国民健康保険条例の一部改正について

　　　　　　　議第２５号　別府市国民健康保険税条例の一部改正について

　　　　　　　議第２６号　別府市介護保険条例の一部改正について

　　　　　　　議第２７号　別府市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並び

　　　　　　　　　　　　　に人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正

　　　　　　　　　　　　　について

　　　　　　　議第２８号　別府市指定居宅介護支援の事業に係る申請者の要件並びに人員

　　　　　　　　　　　　　及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について

　　　　　　　議第２９号　別府市指定地域密着型介護予防サービスの事業に係る申請者の

　　　　　　　　　　　　　要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の
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　　　　　　　　　　　　　一部改正について

　　　　　　　議第３０号　別府市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員

　　　　　　　　　　　　　及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について

　　　　　　　議第３１号　別府市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部改正につい

　　　　　　　　　　　　　て

　　　　　　　議第３２号　別府市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について

　　　　　　　議第３３号　指定管理者の指定について

　　　　　　　議第３４号　別府市湯山コミュニティセンターの長期かつ独占的な利用につ

　　　　　　　　　　　　　いて

　　　　　　　議第３５号　市道路線の認定及び廃止について

　　　　　　　議第３６号　市長専決処分について

　以上３６件の上程、提案理由説明

○本日の会議に付した事件　

　　　日程第１～日程第３（議事日程に同じ）　
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　　　　　　午前 10 時 00 分　開会

○議長（松川章三君）　令和３年第１回別府市議会定例会は、成立いたしました。

　　地方自治法第 121 条の規定により、説明のため市長ほか関係者の出席を求めましたので、

　御了承願います。

　　開議に先立ち、報告事項がございます。

　　第 115 回国際特別都市議会議長協議会外２件については、新型コロナウイルス感染症対

　策を考慮し、書面会議にて行われましたが、その概要については、お手元に報告書を配付

　しておりますので、これにより御了承願います。

　　これより、会議を開きます。

　　本日の議事は、お手元に配付しております議事日程第１号により行います。

　　日程第１により、会議録署名議員の指名を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第 88 条の規定により議長において指名いたします。

　　会議録署名議員に、５番・手束貴裕君、９番・三重忠昭君、17 番・黒木愛一郎君、以

　上３名の方々にお願いいたします。

　　次に、日程第２により、会期の決定を議題といたします。

　　今期定例会の会期は、本日から３月 23 日までの 23 日間といたしたいと思いますが、御

　異議ありませんか。

　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（松川章三君）　御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日から３

　月 23 日までの 23 日間と決定いたしました。

　　次に日程第３により、議第１号令和２年度別府市一般会計補正予算（第 13 号）から、

　議第 36 号市長専決処分についてまで、以上 36 件を一括上程議題といたします。

　　提案理由の説明を求めます。

　　　　（市長・長野恭紘君登壇）

○市長（長野恭紘君）　令和３年第１回市議会定例会の開会に当たり、ただいま上程されま

　した諸議案の説明に先立ち、市政諸般の報告と新年度市政運営の基本的な考え方を申し上

　げます。

　　最初に、新型コロナウイルス感染症発生からの一年を振り返りながら御報告いたします。

　　昨年は、年明けからにわかに新型コロナウイルス感染症への対応に追われ始めましたが、

　本市では全国に先んじて迅速に様々な取組を行ってきました。

　　５月下旬に緊急事態宣言が解除されてからしばらくは感染状況も一定程度落ち着きを

　見せ、国のＧｏ Ｔｏ トラベル事業もスタートし、まちにもにぎわいが戻ってまいりまし

　たが、11 月に入り全国的に新規感染者が増加し始め、Ｇｏ Ｔｏ トラベル事業も停止し

　たため、本市独自のさらなる対策に取り組みました。

　　北浜の飲食店での感染発生時には、自主的に休業し、感染拡大防止に取り組むスナック

　やバーなどに対する「事業継続支援金」の支給とＰＣＲ検査の実施、さらには市内全ての

　飲食店で働く皆様へのＰＣＲ検査の実施、本市独自の感染防止対策強化基準である「鬼対

　策基準」を満たした飲食店への「鬼コロナ対策ステッカー」の交付など、感染症を抑え込

　み、経済を回し続けるため、即座に対策を講じました。迅速な対策と市民の皆様が継続し

　て感染症防止対策にしっかり取り組まれたことが功を奏し、年明けには感染拡大を断ち切

　ることができました。

　　世界的には新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が始まっており、我が国において

　も、２月中旬から医療関係者への接種が始まりました。本市でも、重症化リスクが高いと

　言われている高齢者の方々を対象としたワクチン接種開始に向けて体制を整え、スムーズ

　な接種のための準備を着々と進めているところです。ワクチン接種は、感染症の発症予防
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　や重症化予防の効果が期待されておりますが、市民の皆様に正確な情報をお伝えし、安心

　して接種ができるよう努めてまいります。今後もあらゆる場面を想定し、全庁体制で必要

　な対策に取り組みます。

　　次に、ラグビー７人制男子日本代表の別府合宿についてです。

　　夏に開催されます「東京 2020 オリンピック」に出場するラグビー７人制男子日本代表が、

　２月８日から 17 日まで別府合宿を行いました。合宿の受入れに当たり、チームには来県

　前にＰＣＲ検査の実施をお願いするとともに感染防止対策を徹底するなど、選手やスタッ

　フの皆様が安全に安心して練習できる環境を提供しました。

　　本市では、2019 年のラグビーワールドカップでの経験を基に、スポーツの合宿地とし

　ての魅力を高める努力を重ね、ラグビーチームの合宿を積極的に誘致してまいりました。

　温泉という地域資源を活用しながら、医療や宿泊など、民間も巻き込んで総合的に選手や

　チームのサポートを行い、別府観光の真髄である「おもてなし」の質を高め、「選ばれる

　合宿地」として広く知られるようになってきています。これはラグビーワールドカップの

　レガシー（遺産）です。アフターコロナを見据えたときに、必ず一つの大きな強みになり

　ます。

　　今年は、「東京 2020 オリンピック・パラリンピック」が開催される予定です。今後は代

　表選手の事前合宿の受入れや市民との交流等に取り組むとともに、ラグビーだけではなく

　ほかの競技団体にもアピールし、スポーツ観光にさらなる弾みをつけていきます。

　　続きまして、令和３年度の市政運営の基本的な考え方について御説明いたします。

　　令和３年度は新型コロナウイルス感染症対策にしっかりと取り組んだ上で、同時に中・

　長期的な視点でアフターコロナを見据えた施策にも着手していきます。

　　市庁舎中庭を有効活用するため、昨年 10 月から 12 月まで、キッチンカーを実験的に配

　置したところ、市民の皆様の憩いの場としての可能性を確認することができました。音楽

　会などのイベントと共催することにより、事業の効果がより高まることも確認できました

　ので、今後は本格的に中庭の整備を行い、にぎわいあふれる魅力ある空間の創出を目指し

　ます。

　　鉄輪地獄地帯公園においては、パークＰＦＩ事業で進めている民設民営のキャンプ体験

　施設や駐車場、屋外トイレ等が４月末にオープンする予定です。「一日中過ごせる公園」

　として機能充実を図るとともに、昨今のキャンプブームを受け、ウィズコロナに対応した

　新しい観光施設の一つとなることを期待しています。

　　観光戦略では、今はたくさんのお客様に本市を訪れていただくことはかないませんが、

　アフターコロナの観光を思い描き、インバウンドをはじめ多くのお客様が訪れるインパク

　トのある新しいスタイルの温浴施設「東洋のブルーラグーン構想」についても、可能性を

　探り、その実現に向けた取組を加速してまいります。

　　次に、市民生活に関する施策についてです。

　　高齢者福祉に関しては、令和３年度から「第８期老人福祉計画並びに介護保険事業計画」

　がスタートします。本計画は、別府市総合計画に掲げる「自分らしく過ごせる、ぬくもり

　と支え合いのまちの実現」を目指すものであり、令和５年度までの３年間、この計画に沿っ

　て各関連事業を推進してまいります。この第８期中の高齢者の介護保険料については、今

　回は引上げを行わず、現在の金額と同額に据え置くことを考えております。

　　また、国民健康保険税の税率は、課税限度額を除き平成 28 年度以降据え置かれており

　ましたが、ここ数年、国保の財政状況が年々改善されているため、令和３年度に基礎課税

　額の所得割額を算定するための税率を 1.5％引き下げることといたしました。これらの介

　護保険料の据置き、国民健康保険税の引下げは、これまでの健全な制度運営によるもので

　すが、市民生活への新型コロナウイルス感染症などの影響も視野に入れつつ、今後も各事
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　業の収支並びに将来推計等のデータをしっかり見極め、収納率の向上等にも取り組みなが

　ら、バランスのよい制度運営の継続を目指します。

　　市民の健康増進については、保健指導や介護予防などの関連事業を一元化し、切れ目の

　ない施策を行うとともに、地域ごとの健康課題の解決に向けて多世代交流を通してまちづ

　くりに取り組むなど、総合的に健康増進を推進します。

　　４月には、「別府市多世代交流健康増進複合施設・愛称おひさまパーク」を旧南小学校

　跡地に開設いたします。施設は地上３階建てで、１階には中央保育所、２階には中央保育

　所の一部と南部子育て支援センター「わらべ」を移転し、３階には幅広い世代の方々に集

　い・学び・子育て支援及び健康づくりの場を提供する南部地域交流センター・南部児童館

　が新たに設置されます。この施設が多くの人に親しまれ、利用されるよう運営してまいり

　ます。

　　本市で平成 29 年度から進めている中規模多機能自治については、地域運営の核となる

　「ひとまもり・まちまもり協議会」が各地域で設立され、自治会をはじめ幅広い団体によ

　る主体的な組織づくりが進められています。今年度は、地域活動が縮小される中、各協議

　会でコロナ関連の備蓄品の購入や、掲示板を整備して啓発活動を行うなど、コロナ対策に

　特化した事業に一体となって取り組んできました。地域の課題を共有し、相互に課題解決

　に取り組む中で、地域のことは自分たちで考え、住みやすい地域をつくろうという機運が

　醸成されてきています。少子高齢化が進む中、安全・安心な暮らしを守り、持続可能なま

　ちづくりに向けて、さらに地域内での連携を図ります。

　　次に、教育関係についてです。

　　令和３年度から「第２期別府市教育大綱」がスタートします。第２期別府市教育大綱は、

　本市における教育、学術及び文化に関する総合的な施策の根本方針となるものです。大綱

　の策定に当たっては、ウィズコロナやアフターコロナを見据えつつ、予測不能な時代を生

　きるために必要な「目指す人間像」を基本理念として位置づけ、その実現を目指します。

　大綱に沿った教育により、地域が人をつくり、人がまちをつくる好循環を生み出す取組を

　推進します。

　　４月には、浜脇中学校と山の手中学校を統合した「別府西中学校」が新しく開校します。

　地上４階、校舎と屋内運動場、プールが一体となった本市で初めての形状であり、メディ

　アセンターや地域開放ゾーンを備えるなど、時代に合ったすばらしい特色を持つ中学校と

　なります。基本コンセプトである「思いやりを育み、地域とともに歩む学校」を実現し、

　地域とともに子どもたちの健全な育成を目指します。

　　さらに、就学前の子どもたちに質の高い教育を提供するため、公立幼稚園や私立幼稚園、

　保育所等の連携を進め、本市全体の就学前教育の充実を図ります。

　　また、別府市公会堂大ホールの設備は老朽化が進んでいましたが、防衛省の補助金を活

　用し、観客席や舞台照明等設備の改修工事を実施します。今よりも観客席の間隔を広くす

　る予定ですので、ウィズコロナにもふさわしく、ゆったりと落ち着いた楽しみ方ができる

　ホールに生まれ変わり、令和４年４月に新たにオープンする予定です。

　　令和３年４月１日には、一部を除き今年度当初から延期していた機構改革を実施します。

　　昨年は、３月に第２期総合戦略を策定し、これから推進していく矢先に新型コロナウイ

　ルスの感染が拡大し始めたため、一旦取組を中断し、感染拡大防止対策に注力してまいり

　ました。感染拡大をきっかけとして社会を取り巻く情勢が不安定さを増す中、地方への人

　の流れや、企業の意識、行動変容など、社会情勢を的確に捉え、新たな課題への対応がで

　きるよう体制を整えました。新年度からは、新たな地方創生の実現に向け、全庁体制で第

　２期総合戦略の取組を推進してまいります。

　　続きまして、ただいま上程されました各議案の主なものについて、その概要を御説明い
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　たします。

　　予算関係議案から御説明申し上げます。

　　まず、補正予算です。

　　一般会計の補正額は 12 億 5,800 万円の減額で、補正後の予算額は 708 億 6,339 万円と

　なります。今回の補正予算では、国の補正予算に伴う新型コロナウイルス感染症対策費並

　びに道路及び街路事業費、湯のまち別府ふるさと応援寄附金の増加に伴う関係経費を計上

　したほか、決算見込みによる歳入歳出予算の計数整理等を行っています。

　　特別会計では、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療の各会計で決算見込

　みによる歳入歳出予算の計数整理等を行い、競輪事業では、車券発売金の増額が見込まれ

　ていますので、これに伴う関係予算を計上しています。補正額は27億1,200万円の増額で、

　補正後の予算額は 564 億 6,941 万 7,000 円となります。

　　水道事業会計及び公共下水道事業会計では、収益的収支及び資本的収支ともに、決算見

　込額に合わせた計数整理として補正を行っております。

　　続いて、当初予算です。

　　一般会計の予算額は、前年度と比較して 5.6％の減となる 523 億 5,000 万円となります。

　令和３年度は、21 年ぶりに財政調整用基金を取り崩さずに実質的な収支均衡予算を編成

　することができました。コロナの影響を受けて市税の大幅な減収が見込まれる中、このよ

　うな予算編成ができたのは、学校給食共同調理場や図書館等の整備など市民生活にとって

　必要な事業は継続しつつ、事業によっては、本来必要な事業ではあるものの１年我慢して

　先送り・休止にするものや、実施するにしても感染症による影響などを考慮し、実施する

　内容を絞り込んで事業費を縮小するなどの措置をとったことによります。この措置により

　財源を捻出し、令和２年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対策を優先事項として実

　施するとともに、子育て支援や新たな産業の創出、事業承継、さらには教育のＩＣＴ化を

　はじめとした新規事業を盛り込むなど、事業の優先順位を考慮に入れながら限られた財源

　の中でめり張りをつけた予算を編成しました。また、今年度は、これまで数々の感染症対

　策を講じてきましたが、財政調整用基金の令和３年度末現在高は、コロナの影響が顕在化

　する前の見込みを上回り、70 億円を確保できる見込みです。

　　本市は、コロナ禍にあっても財政規律を緩めることなく、あらゆる事態にも対応できる

　よう、堅実な財政運営を行っています。

　　令和３年度は、コロナ対策にしっかりと取り組みつつ、アフターコロナを見据えたデジ

　タルファーストを推進するとともに、市民福祉の向上を図り、誰もが安心して安全に暮ら

　せるまちの創生に努めてまいります。

　　第２期総合戦略の２年目に当たる令和３年度におきましても、戦略の方向性に沿ったま

　ち・ひと・しごとの好循環を生み出す事業に予算を重点配分しています。

　　まず、「しごとの創生」に関する取組です。

　　別府ツーリズムバレー構想については、その実現に向け、起業・創業等の支援の推進、「人

　財」の育成支援、ひとと企業のつながりの強化に取り組みます。令和３年度には、「第 33

　回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）大分別府大会」の開催が予定され

　ています。大分空港が小型人工衛星の打ち上げ拠点「宇宙港」に選定されたことに伴い、

　大分県においても宇宙産業の発展が期待されています。宇宙産業の分野は、今後、市場の

　拡大が見込まれています。観光など様々な産業が活性化する可能性を秘めており、宇宙産

　業の企業誘致や地元企業のビジネスチャンスを後押しすることは、別府ツーリズムバレー

　に通じるものと考えています。

　　いまだ新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な状況ではありますが、コロナ収束後

　において、事業を継続・発展できるよう新たな支援に取り組み、別府に新しい価値を提供
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　し、観光産業にイノベーションを起こすことにより、「儲かる別府」を目指します。

　　次に、「ひとの創生」に関する取組です。

　　学校給食共同調理場の建替えについては、令和５年９月の供用開始に向けて基本設計・

　実施設計に着手します。健やかな別府っ子を育む「質」の高い学校給食の提供を基本理念

　に「安心・安全」、「おいしい給食」、「食育・地産地消」、「食物アレルギー対応」の４つを

　柱として、日本一おいしい学校給食の実現を目指します。

　　子育て関連では、保育所等が保育士等の不足により定員未満の受入れとなっている事態

　を解消し、入所待ち児童数を減少させるため、新規採用保育士等に補助金を交付すること

　により、保育士等の確保を図ります。また、多子世帯の子育て支援策の一環として、認可

　外保育施設に通う３歳未満、第２子以降の児童の保育料を無償化することにより、子育て

　世帯の経済的負担の軽減を図ります。

　　教育関連では、小中学校のＩＣＴ環境を学習に取り入れ、児童生徒の情報活用能力の育

　成につなげます。児童生徒一人一人に配備したタブレットを授業で活用することにより学

　習効果をさらに高め、主体的で協働的な学びの充実を図ります。教師と児童生徒、保護者、

　地域とのコミュニケーションを大切にしながら、ＩＣＴによる効果的な指導方法の確立に

　努め、児童生徒の学力向上を目指します。

　　最後に、「まちの創生」に関する取組です。

　　新図書館等の整備については、令和２年３月に基本計画を策定しましたが、コロナ禍を

　経験し、令和２年度は一旦事業の進捗を止める選択をしました。この期間を活用して、新

　しい時代にふさわしい拠点となるよう、さらに計画内容を練り上げ、50 年先の子どもた

　ちにも残せる公共空間づくりに着手します。

　　福祉サービス事業あり方検討委員会からいただいた意見を基に、敬老祝金などの事業を

　見直しましたが、当該見直しにより得られた財源については、新設する「別府市共生社会

　実現推進基金」に積み立て、段差の解消や相互理解の促進などに活用することにより、誰

　もが安心して安全に暮らせる社会の実現に向けた取組を推進してまいります。

　　デジタルファーストの取組としては、児童生徒の安全安心を確保するとともに、保護者

　の利便性の向上を図るため、学校から保護者に対し迅速かつ確実な連携を行えるよう、全

　ての幼稚園及び小中学校にＬＩＮＥを活用した学校連絡網を整備します。また、マイナン

　バーカードの利便性や取得を促進するため、住民票の写しや印鑑登録証明書などをコンビ

　ニエンスストアで取得できるようにするなど、全国的なデジタル化の流れに適切に対応し

　ながら、「デジタルのちから」を活用することで、「いつでも」、「どこからでも」行政サー

　ビスを利用できる、市民の利便性を向上する取組を進めます。

　　次に、特別会計です。

　　特別会計の予算総額は 546 億 8,400 万円で、前年度当初予算比で 2.4％の増額となって

　います。

　　競輪事業特別会計では、収益増加を図るためモーニング競輪などの開催日数を増やし、

　106 日開催を目指した運営を行うことにより、前年度と比較して 16 億 7,100 万円、6.8％

　の増額となっています。

　　最後に、水道事業会計及び公共下水道事業会計です。

　　水道及び公共下水道サービスを将来にわたって持続的・安定的に提供していくため、建

　設改良事業などの経費を計上しています。

　　次に、予算外の議案につきまして御説明申し上げます。

　　予算外の議案につきましては、条例関係 16 件、その他４件の計 20 件を提出しています。

　　議第 17 号別府市固定資産評価審査委員会条例の一部改正については、行政不服審査法

　施行令の一部が改正され、審査請求書への押印規定が削られたことに伴い、条例を改正し
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　ようとするものです。

　　議第 18 号別府市職員の退職管理に関する条例の制定については、地方公務員法の規定

　に基づき、再就職者による依頼等の規制等を定める条例を制定しようとするものです。

　　議第 19 号別府市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正については、建築主事資

　格を要する業務に従事する職員の特殊勤務手当を定めること等に伴い、条例を改正しよう

　とするものです。

　　議第 20 号別府市共生社会実現推進基金条例の制定については、共生社会の実現に寄与

　する施策の財源を確保するため、別府市共生社会実現推進基金を設置することに伴い、条

　例を制定しようとするものです。

　　議第 21 号別府市手数料条例の一部改正については、建築物エネルギー消費性能適合性

　判定手数料の区分を見直すこと等に伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 22 号別府市立学校の設置及び管理に関する条例の一部改正については、市立幼稚

　園の預かり保育料の上限規定を見直すことに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 23 号別府市成年後見制度の利用の促進に関する条例の制定については、成年後見

　制度の利用の促進に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的とする条例を制

　定しようとするものです。

　　議第 24 号別府市国民健康保険条例の一部改正については、新型インフルエンザ等対策

　特別措置法の一部が改正され、条例が引用する条項が削られたことに伴い、条例を改正し

　ようとするものです。

　　議第 25 号別府市国民健康保険税条例の一部改正については、国民健康保険税の基礎課

　税額の所得割額を改定することに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 26 号別府市介護保険条例の一部改正については、令和３年度から令和５年度まで

　の保険料率を定めることに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 27 号別府市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の要件並びに人員、設備

　及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正についてから、議第 30 号別府市指定介

　護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の

　一部改正についてまでの４議案は、介護保険法に基づき条例を定めるに当たって従うべき

　基準等を定める省令の一部が改正されたことに伴い、条例を改正しようとするものです。

　　議第 31 号別府市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部改正については、鉄輪地

　獄地帯公園小倉エリア駐車場を有料公園施設として設置することに伴い、条例を改正しよ

　うとするものです。

　　議第 32 号別府市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正については、所得税法

　の一部が改正され、寡婦等の用語が見直されたことに伴い、条例を改正しようとするもの

　です。

　　議第 33 号指定管理者の指定については、指定管理者に鉄輪地獄地帯公園小倉エリア駐

　車場の管理を行わせることについて、地方自治法第 244 条の２第６項の規定により、議会

　の議決を求めるものです。

　　議第 34 号別府市湯山コミュニティーセンターの長期かつ独占的な利用については、別

　府市湯山コミュニティーセンターの長期かつ独占的な利用をさせることについて、議会の

　議決に付すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例第２条の規定により、議会の議決を

　求めるものです。

　　議第 35 号市道路線の認定及び廃止については、道路法の規定により、市道の認定及び

　廃止について、議会の議決を求めるものです。

　　議第 36 号市長専決処分については、新型コロナウイルスワクチン接種を速やかに実施

　するため、令和２年度別府市一般会計補正予算（第 12 号）を地方自治法第 179 条第１項
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　の規定に基づき、市長において専決処分しましたので、同条第３項の規定により議会に報

　告し、その承認を求めるものです。

　　以上で、各議案の説明を終わります。

　　何とぞ慎重審議の上、よろしくお願い申し上げます。

○議長（松川章三君）　以上で、各議案に対する提案理由の説明は終わりました。

　　上程中の全議案については、会期日程のとおり考案に付したいと思いますが、御異議あ

　りませんか。

　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（松川章三君）　御異議なしと認めます。よって、上程中の全議案については、会期

　日程のとおり考案に付すことに決定いたしました。

　　以上で、本日の議事は終了いたしました。

　　明日３月２日及び３日の２日間は、考案のため本会議を休会とし、次の本会議は３月４

　日定刻から開会いたします。

　　本日は、これをもって散会いたします。

　　　　　　午前 10 時 28 分　散会
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